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今年は新型コロナウイルス感染症に配慮して、例年とは違った"体育参観゙ といっ形C

開催しました。この体育参観を開催するについては、1,密にならないこと、2,短時間で行うこと、

3,子ども達にとって思い出に残るものになること、の3ノが逼成Cきるよう全職員で話し合ってき

ました。 体育参観当日は天候に恵まれ、素晴らしい秋晒れのψC・の開催となりました。全ての学

年が徒競走ど1 う1種目を行うということで、学年によって団体競技であったり演技であったりしま

切っていました。保育所・幼稚園時代1こ比べて長い距離になった徒競走を見ていただいて、保

じていただけたのではないでしようか。2年

生は、みんなが大好きなドラえもんの曲に

合わせて満面の笑みで可愛いダンスを披露

してくれました。2年生の子ども達は、この 「

した。3年生は運を天に任せる競技でした。途中に平均台を渡るという障害物リレーなのですが、

援のもと、一生懸命に走る子ども達。あと

もう少しという所でバランスを崩してしまっ

た子もきちんと初めに戻ってやり直す健気

だり泣いたりする今日も進め君らしく心踊る方～)という軽快な応援ソングにのせて、力強く笑顔

で踊る子ども達に元気をもらいました。5年

た旗の色が合っていれば、そのまま走り抜 ■

1ナることのできる『運命の旗』という競技。

子ども達の「赤1、赤1、青1、青!・・・」と

大役を仰せつかった私の方がドキドキしま

した。トリを飾ったのは6年生の『よさこしツーラン』。今回の体育参観では、基本的には授業とい

ども達から「6年生のよさこいが見たい!!」という声が大きく、急遁全校児童が観覧することに



なりました。『よさこしツ ーラン節』のイントOが流れ始めると、会場は静けさに包まれました。保護

者のみなさんも職員も、そして子ども達も6年生の演{kを静か1L見つめていました。さすがは最高

学年の演技Cツ。多くの観覧者のψC1 営々とした踊りを見せてくれました。

"観覧者数に      "学年ことに時間を寄せ"、"半日の開催゛゚とした体育参観については

いろいろなこ             行事後の子ども達の感想は、みんな『一土懸命頑蛋り

ました!』「楽しかった!」『応援の声が嬉しかった!』等々、

最後になりましたが、保護者の皆様、美味しいお弁当の準備、           、本当

にありがとうこざいました。これからも子ども達の思いを大切に、教育活動を進めてまいります。

今後ともご支援ご協力、よろし〈お願いします。

5年生がわら草履を作りました!

5年生は総合的な学習で米作りの学習を進めています。しかし、新型コOナウイルスの心配から

田植えはできませんでした。また、熱中症の心配から稲刈りもできませんでした。しかし、米作りに

はどのような仕事があるのか、また、そこにはどのような苦労があるのかなどの学習を進めていま

した。稲刈りが終わった後、稲わらを使ってわら草履を作ります。L の木咋り学習は、数年前から

町の釣井さんのこ指導のもと続けています。そして、わら草履づくりについては、地域のご高齢

のゲストティーチャーさんから教えていただいて行ってきました。しかし、9年は」Uナの関係で、

ご高齢の方にお願いするのはいかがなものかということで、一連のこ旭導は敦育集会所の齋藤

わら草履に使う鼻緒を作っておかなければ

らないので、わらを編む作業の前に鼻緒

作りを行いました。わら草履づくりに使うわ

らは、予めわら打ちをして柔らかくしておく         鼻緒作

必要があります。ですから、わら草履づくり

の前日には5年生全員でわら打ちを行いました。

さあ、いよいよわら草履作りです。それぞれの鼻緒をもとにして、1本1本わらを編み込んでいきます。指

いかないときには、編み進めたもψを逮ψC解いて、初めから編み直す子もいました。そして全員、世界で

一つだ1ノのわら67-竃編み^1Jました。出来上がった作品は作品展で展示します。


